
ひ

覧 物 理 化 学 の 進 歩Vol.19No.1(19

ワ

物;理 化 學 の 邂 歩

⊂磨犀9譽第1輯.昭 洳 年1∬b

、

隔

超 高 壓 に 就 て(第 六報)

5,000kg/cmz壓 力Q測 定に就z

囎 山 亮

5,000kg/cm'程 度を溯定し得る座力計の入手が可龍であれば1聰 にな らない.然 しなが ら

此の程度の壓力計は取麌されてゐない.從 つてClら製作せねばならぬ..そ れに俘ふて壓力檢

定の方法 を考へねばな.らぬ.

5;000kg/cm2.壓 力の獲柵は先に述ぺfc"fUiく,ピ ス トン徑 を異 にする複合 ビスr.rcよ つて

高壓側 と辱壓側 を夲衡せ しめ黔低壓側 をBourdon型 壓力計IKて 測建する.此 の値にビスrン

比 を乗 じ℃商壓測を算定するのである.此 の瞭悶題となるは此の 目的 を備へた塘壓機 に補正

を蟲要 と.することで あ斧.此 は複合 ビス.トン ④抵抗㊧問題である。 此のピス トン上部には漏

洩止めの自己締附 けによるjAパ ツキング講⊃を使用してゐる.此 の3dバ ツキングは匿の上昇

と共にn.己 継で逐次張.く締附けられる 此め縞巣膠め」瀞 に從つて ピス トンに灘 燬 大 して

行 く抵壁 輿へ るものと考へ られa・ ζス トンとシリヒグーの金屬部の摩擦は常壓に於て自

?Tt{Lて降下する程度である.加 厘下ではそめ聞隙は壇大 しても漉少することはないか ら搓抗

は問題 とならな粋・ 欝力嚶 脚 酢 於ける.ピ,.ン の抵抗 を無視 して低馴 の壓め測定 を以て

商壓側の壓を算定す ると充填写 ツキングによつては蕪だ高過ぎる値newる のである.

パ ツ.キングの抵抗を求 めるために次の如.き試み.を行つた・

増壓機Fig.1の 高 壓(瓦 斯側G)及 び低壓.(液 側L)K夫 々'晦

Bourdon型 座 力計Mo,MLを 取 附 ける・襖合eス トン(AG・ 「.

十AL)の 中Auは りxリ ンに浸1つてゐ る.ALと .A6は 二 つ

IcSさ れ てゐてn,.の 上 にAGが 載 せ られてゐ る・Pcは

リス リン,1'e .は瓦 斯 に對 す る瀚 曳防止で あるか ら抵雛 ξ)程度

は異 なつ τ酵 ・從 づzLの 豚 リ..ンの 開放 に常つ"CLが 極

めて低飃で あれ ばAr,.を 磽 し一cAzが 自 重で綾 く降下す る.,

漸 次 轟の壓 をあげ るとGの 歴 は此 に俘ふて垉大 し所要 の壓 に

逾 する・:齢 ピ朴 ン膵 衡 鰍 に止 まるが如訓 的 の腰 力 尊

のpoi後 に於 て細 かV・ピス トンの上下 を張制 してMI,と.ntaの

歴 力計の讀み を記録 す る.

Exp.1.M置0某 言十器製1乍所 製.鹽

最高500kg!cm9,一 度 盛20kg!dn2.

.Mo ,同 所 製.』.=.
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1).蹄 山,・本 踏,本 韓,1頁,

・2).蹄 山,本 誌,本 幟 .26頁.

3)簡 「1,本 蕗5本 輯,21頁,.3S頁 」
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最 高2;000kg!cm=,_1鰹50!9!㎝ 、

Esp・2M動S醺 伍e・B呻 ・berg,

' .最 高300kg/叩,一,一 度盛1kg/cmｰ.

Ma,..菓 計 器製作所 製.

最 高.1,000kg/cm:,一 度 盛.10kg/cm'.

Eap.1に よれ ば使用歴 力計 の精密程度 では ピス トンパ ッキツ グめ抵批 が現 はれ融 といふ こ

とで あるFig,2,Exp,1と 同條 件で壓 力計φ精密座 の高V・ もの:を取 り附けた結 果がExp・2

で あ る・]E.ep..2の 結 果はFig.3で 表 は され る.此 の結巣 か らパ ッキ ングの抵抗 はx斯 壓800

ヒg黐 度迄で指示壓 め 耳%L:1下 で あ.る.
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抵 抗 鰍 用ず るゴムパ ヅキ ングの姓 質,撒 及び デ メンシ ・シに よる もので あるう=,働 壓

に次 づセ可 及的 にデ メンシヨンを適 合す .る大.きさに.切 断 して使用 すれ ば 抵抗 が少ない ζとは

明瞭 であ る.

次 に相當大 きさに絵裕 めあ るパ ツキ 諺グ を押 し込 み使 用 した結果 をENP・31ヒ あげ る.

Exp.3rvlr...Exp・2の']la.

MG,.Exp・1のMG,'

lriiq・壷 の測 走億 を縮 んだExp・ の 直線 に對する・Theor・ の 直隷 峠 ピス ト.ン比 に よつてMe

.とML、 の闘 係を表 は した も.ので,雨 直織Q開 きが亅比の嶋合 の各 々壓 のバ ツキ ングの抵抗 を一1

嫁 す ものであ る・MLの217kglcrn"k對 してMGは1・200kg!cm2を 示 す納揖 抗 がな げれ樗

班bの1;20q㎏ ノcmtはM・ の10rkgt・m'岼 衡 を保 つべ きで ある・.M・tzよ つ てMoを 讃

む立椙か ら抵抗 を誤 耋 として表はせ ぱ.MG1400㎏1αu窪 で8.5%の 過 大壓 力.を示す.各 々の瓦'

耀(M。 .め示す:rtes)iCSIし'c"T],tこtfzFン 比 竦 じた も.ρとの關 係 をFi鹸 に奥 へ る・

此 の表 よ り水壓側め座 力か.ら瓦斯齟の壓 力を直接讀 み とる'ことが 禺來 る・
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距

rs.5.は 都 合 よ.く直線關 係 にあるか ら,最 高2,000kg/cm?迄 の 市販壓力訂:を吟味琴}して使

用 し,使 剛六 ツキ ングに就 てFig.5唱 を描 き此を延 長す る.斯 のKし てFig.6が 興 へ られ
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る・.恥.6 .は縦轍 翫 の示す壓と 臨 に.ビス.ト・・.tcを秉t7eも のとを表}まし 横軸vaMa
が示撫 をとつだゆ である・ 雌 値鱒 勉 醜 騨 齪 値よ・り.:の延長である・.此鑓 線

.細謝 する 恥 測め匪は市販で得られぬ.ものであるから恥 鮒の勦 力も 間攤 求め砂 で
.ある
b.'亀 ..'』 ・.
Fig.6の 點線は ピス トン摩擦のない揚合でわるか楊 既の表から各々の壓に對するピスト'

.ンの抵抗 を求めるこ.とヵ郷 來ろ.實 融侮を延長すれば亙:斯壓零に對.して縱紬を切る.此 の値

は圖か ら凡そ30k9(cm'ttあ る・今L側(又 はG側)め 壓 を瞭きビ.ストγの綾v・認め得ぺ き動

きに對するMo・(又 はML)をSctbfifferBqgepbergり'100㎏ ノcmt.壓 力計 をff4Sし て測定 し

た結渠27kglcn・=.を 得た.、吐によつて考へ る.に本力法によつて5,000kglcm9測 定は相當儲 」

して よbも のと考へ られ る軌

間接に壓力を求め.る方法に對 しtて.Fig・1のM・ ゆ ・ooOkg!… 壌 力計噸 結は望ま.しい
.ことであるが

,.此 に對 して ピス トン比 によ.り低下せ.しめた蓙 を護む方法は結局MLで 談む こ

とに戻 る.ものである∵その他電氣的乃至磁氣的な方法によづで高壓の測定が考へ.られるが,そ

れ等 の←,二 のもゆ.に就て報告する機會がある.

Fig.6の 廷長部の信用度に就て吟味す.るに原理の異つた方法をとらねば意味が少ないと老 .

へられ る.此 に野 して堅力固定皸が驚へ られるが,材 料が少な.ぐ,また取扱に關 してに不便で

ある・i齟.・'

ピス トンに充嗔するパヅ.キングめ耐久性匿齢て 試驗を重ねた締果相當期間 もつものであれ

ば,實 驗 宝的の使用程度に於ては.此が抵抗 を一定としで上の方法で座力を讃ルでも差閾はな

い・何れ忙せ よ一定容鶸 歴丿」の豫贓 黼 のk斯 を埒壓機に導入すればngma後 の壓にビス1・v

'の 蹙山
,本 離,本 韓,38頁.
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の位置を遊尺で護めぱ制る」.瓦 斯が變る時は豫め壇座機で鱶縮率 を.ピス トン位置で測定すれ

ば よい:,

然 しなが らピストンの遐轉溶早い搨合,帥 ち實験室的な瓦斯量 を雌 える揚合は準靜的に近Vb

ビス.トンの動音ばとれねか ら蓼瓦斯の加熱 も行はれパッキングは淌耗きれ ピスト.ンパッキング

に一定ρ抵抗は望めな』くなつて來る。 此は金廃をブムに變へて も同様であつて,:金 屬パツキ

シグ嫁 ゴ罐 離 する瓦斯に對 して徽 である颶 甑 い・

此g)揚 合偉前に述べた繪壓機と同構造の小型の ピス トン壓力計 を製作 してFig・1のMGと

して取附ければよい。'.孕

場壓機のビ茎 ト芝は長い衝程 を往復し壓縮行程を績けるに反 し,ピ ストン型壓力計は低壓側

に リス.リンを入れ此を 韋Ourdon型 壓力計で談むのであるか.ら,此 のピストンの衝程は極めてi.

短か く取 り得るから摩耗は増壓機のそれに比 して問顰とな らぬ=.

C・t・S…b:哄m2を 獅 レ趨 盒 歴伽 爲蔽 塀 を來 し 此が鋤 継 を禰 ぬか

、と云ふことである.増 壓機 は煙用瓦斯鼠と比鯨して熱容量は極めて大 きい.叉 案際實施操作

に就ては麟 搬 繊 いため膿 の上昇は拌ひ難いと考へ られる.鞴 は5000㎏ 加'を 定

めるには5,50Q一一6;000kg/cmt篷 壓縮を行つた,tiとの状態で暫 くお凄,.又綾いピ.客.トンの降下

を強制して5,000kg!cm,.を{夾 んで往復測定むてその差 を遊尺の讃みで1/100㎝ ・を超えぬ事
　
コ

瑠 あた・ 帥鑽 靴 た
.ピ・.レ 遐継 度で1壥 吐 購 下嚀 する瑚 皺 姫 昇降下は

.ないと云幃ねばならぬ.. .摩擦面に於ける潭度上昇は ビス ト.ンの上下共行はれ る答である.此

.醐 餓 輌 膿 融 胴 であるか ら黜容最の網 鯛
.ゆ 澱 の齔 であつて・影響砂 な

.いと考察 られ
:る...些に對しては或 る程度あ縻縮逑摩の綾急及び停止時間を變へで澄度變化な

.L.と考へて差蹴 纒 糠 駐 朋1しtF・ 斯め如 謙 件でめ繍 翻 當期聞・1ツ.キン.グめ抵

on錠 を行ぱ裾 永tSguのB・u・d…rw.勵 計瓶 斯咽 定が行はれ・2た 水壓鐸鰹 丿璋 の檢

定 を嬰ぜぬ實施期附を延長 ざずものである≧...齟

瓦斯に對するピズ トンめパヅキ ン:グ材質めゴ4¢)種 類,枚 數」.mat1k,大 きさを變へ るとと,

.及び.リス..リlvze對するビズ トyパ ヅギングは ブァイバρを漉用 し同樣准試みを行つた.そ の結

果,各k.の パシキ.ングの組合せによつてビス.トンの抵抗 を測定 して.Fig.4,..5,6.に 相當する

多 くの實馥結巣が得 られた乙然 しなが らパツキング材質である人逖,.天然のゴム,.ファイバー

に麗て機械的な佐が」bからぬか ら,とLに 系統的な報告 を行 ひ得なV∀・

1

報告を終るに當り,御鞭逵と御指導を賜 りたる堀攤 に瞳き慾謝の童を表す。

本研家聟の}部 は文郁省科象研究嚢並に日本學術振興會り御援助によつた,茲 に厚.き悠謝 ・

の意を表す..,

.京棚礪 大恥理學部f匕學散室

曲 趣 化 學 研 究 室 `昭 和19年11月la日 受 稗)
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TheMeasurementof.5,000kg/cm=Gas,Pressure.

、
ByRY6KlYAMA.

(Abstract)

Themethodofmeasuring6,000L-g/cm=bymeansoftheintensifierreportedpreviouslyis

examined・FOr血iSmethodadirectβaugefor5・000kg/cm'.isu血 掩ce瓢y・

Iti・e…ghb・ … 。m螂 ・・eth6P・ea・r・ ・fth・ 言1アC・面e一 φd・
.by;m・ ・腦 ・f・.厩

Ba町d⇔ ・.騨9・ ・Th・ ・即ltipli・ ・ti・・ 。Fthe.噸;・eth・$・ 園 ・・d.わ ゆ ・.pist・nゆ..gi・ 的.晦

gas-sidepressure.lnthiscase,thepistonresistanceshouldbeexamined.Thehigherthe

pressurebe。 ・m暗theoeateri5thepist。nre訂s㎞ 血c6;皿dtherelati・ 皿.betweenthemshould

beknown.

Bythehromethods,i.e.thatmenti6nedinReportVandthat,byfreepiston,300,1,000

and?,000kg/cm?gauges.wererespectivelycorrected.Threesetsofgauges;viz.300]cg(cm=

歌n母1レ000kglcm雪gauge⊃300kg!dn2and..2,000kg/cmｰgauge,and1,000翼glcm2and2,000

kg/cmｰgauge,wereconnectedwiththeintensifier,andthreeseriesofmeasurementFwere'per-

form・d・1・ 眠m伽 脚 ㎝ し・山 ・1…P・ 刪 蹲 興 ・wasalways・ ・nnectedwithth・glycerine-

side,andt』e}1…9hpr暉u匸egaugewiththegas-side.。

1畦 山esemeasurement,byplottingthevalueobtainedbymulゆlyingthepressureoflow

やre舘 皿regaugeby.山 白..pu'G)nratio、.againstthepressureofhゆpressuregauge,asヒra…gtitline

was.obtained.

Wh・ 紬 ・{嬋 一sine ..gauge・h・w・ ・e・….the…val眼e・fg】y・ ・貞・卜・idep隅 ・・em・ltiplied.りy

'ψ
epistonm【 三〇interceptedbythestraight.line・expr暉 山opiston .resistanceinatmospheric

pressure.Thisvalueofthepistonresistanceisexperimentallyobtainable.Thisextrapolated

valuea騨sweilwiththeexpelimentalval賦e・

Supposingthattheabovestraightlineisextrapolatedforthehighpressureportion,the

gas・sidepressureoFultra-compression.ism磐sほcedfromliryuid-sidepre錨uτe・

Thee跏apolatioh.ofthehighpressure..side...wlll.be .further.、Ob血paredwith .thaIof山e

gaugebyanotherprinciple.
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